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１．計画策定の進捗について

資料No.2



• 来年度の計画策定に向けて、本市の交通課題を整理するため、「２．公共交通の現状と市民の移動実態分
析」を調査・整理し、鯖江市の交通課題及び目指す姿を検討しているところ。

• ２月中旬に実施した市民アンケート、４月中旬に実施した利用者アンケート・高校生アンケートの結果及び
前回計画のフォローアップについて報告する。

１．計画策定の進捗について

１ 鯖江市をとりまく現況

２ 公共交通の現状と市民の移動実態分析

３ 鯖江市の交通課題

４ 鯖江市の交通が目指す姿と目標

５ 目標を達成するための事業・実施主体等

６ 計画の達成状況のモニタリング指標

• 鯖江市の概況・人口特性等
• 上位関連計画

• 各公共交通のサービスレベル（運行本数・運賃等）
• 各公共交通の利用状況推移
• 公共交通利用者の評価と要望（利用者実態調査）
• 住民の交通ニーズと利用意向（パーソントリップ）

• 鯖江市の課題
• 地域・路線別課題

• ハブ＋ネットワークの将来図、基本理念
• 基本方針
• 目標指標

＜今回報告＞
２．公共交通の現状と市民の移動実態分析
（１）各公共交通の概要
（２）アンケート結果

• 住民アンケート
• 利用者アンケート
• 高校生アンケート

４．鯖江市の交通が目指す姿と目標
（１）将来像（案）
（２）基本目標（案）

次回検討
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３．鯖江市の交通課題
（１）前回計画のフォローアップ
（２）鯖江市の課題



3

２．公共交通の現状と市民の移動実態分析

２-１．各公共交通の概要
２-２．アンケート結果



• 本市の公共交通ネットワークは、ハピラインふくいや福井鉄道福武線が南北の広域移動を、路線バス（福鉄
バス）が越前町への移動を担い、９系統のコミュニティバス（つつじバス）が広域公共交通機関と接続し、
地区内及び地区間の移動を支えています。

２-１．各公共交通の概要

（１）公共交通ネットワーク
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【鯖江市の公共交通ネットワーク】

資料：福井県HP「バス情報データ（GTFS-JPデータ）」より作成
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２-１．各公共交通の概要

（２）鉄道（ハピラインふくい線、福井鉄道福武線）
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【ハピラインふくい線の駅別日平均利用者数の推移】

出典：福井県統計年鑑（JR）

【福井鉄道福武線の駅別年間利用者数の推移】

資料：福井鉄道㈱

１）利用者数の推移

• ハピラインふくいの令和７年度における日平均利用者数は、2,656人/日と、ハピラインふくい開業以降、増
加傾向となっています。

• 福井鉄道福武線の令和７年度における年間利用者数は、410,458人とハピラインふくい開業以降、減少傾向と
なっています。

JR← →ハピライン
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２-１．各公共交通の概要 6

【福井鉄道福武線に対する補助額の推移】

• 北陸新幹線敦賀延伸に伴う並行在来線のハピラインふくい線への移管を受け、令和４年度よりハピラインふ
くい線への補助を開始しました。

• ハピラインふくい線への補助額は、令和７年度に3,200万円に倍増しています。

• 福井鉄道福武線への補助額は、令和５年度に増加後、横ばいで推移しています。

（２）鉄道（ハピラインふくい線、福井鉄道福武線）

２）補助額の推移

【ハピラインふくい線に対する補助額の推移】

資料：鯖江市
※JRに対しての補助金はなし
   R4はハピライン前身の並行在来線準備会社に対しての出資金
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２-１．各公共交通の概要

（３）路線バス（福鉄バス）
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※福浦線は令和６年９月30日で廃止

スクール 一日当たり

路線名 起点 主な経由地 終点 便利用 運行本数

鯖浦線 北鯖江駅 神明駅、丹生高校前、織田 かれい崎 通勤、通学 －
かれい崎方面：12 便/日（平日）

北鯖江駅方面： 9 便/日（平日）

運行系統
主な利用目的

資料：福井鉄道㈱

【運行概要】

【路線別年間利用者数の推移】

• 路線バスは、令和６年９月末に福浦線が廃止となり、鯖浦線１路線のみが運行しています。

• 令和７年度の年間利用者数は、66,339人と令和３年度以降、減少傾向となっています。

１）運行概要、利用者数の推移
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２-１．各公共交通の概要

（３）路線バス（福鉄バス）
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【福鉄バスに対する補助額の推移】

資料：鯖江市

２）補助額の推移

• 令和３年度以降、補助額はおおむね400万円前後で推移しています。

※福浦線は令和６年９月30日で廃止



２-１．各公共交通の概要

（４）つつじバス
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【路線別年間利用者数の推移】

※幹線および丹南高校線（通学便７路線）はＲ４より廃止

路線名 便数 起点 主な経由地 終点

① 循環線 20便/日 鯖江駅

西鯖江駅前、嚮陽会館、

西山公園、市役所、公立

丹南病院、神明公民館、

神明駅、神明苑、アル・プラ

ザ鯖江、アイアイ鯖江

鯖江駅

② 鯖江南・新横江線 4便/日 嚮陽会館

ふれあいみんなの館・さば

え、鯖江駅東口、めがね会

館、新横江公民館前

鯖江駅

③ 神明線 5便/日 公立丹南病院
神明駅、北鯖江駅西口、

神明苑、神明公民館
神明駅

④ 片上・中河線 5便/日 神明駅
神明苑、北鯖江駅西口、

片上公民館、神明公民館
公立丹南病院

⑤ 立待線 5便/日 神明苑
神明駅、神明公民館、公

立丹南病院、立待公民館
神明苑

⑥ 吉川線 6便/日 神明苑
神明駅、神明公民館、公

立丹南病院、吉川公民館
神明苑

⑦ 豊線 6便/日 鯖江駅
西鯖江駅前、嚮陽会館、

福井高専、豊公民館
鯖江駅

⑧ 北中山・中河線 8便/日 嚮陽会館内

嚮陽会館、西鯖江駅前、

鯖江駅、中河小学校、北

中山公民館

ハニー東陽店

⑨ 河和田線 15便/日 嚮陽会館内

嚮陽会館、西鯖江駅前、

鯖江駅、河和田コミュニティ

センター、うるしの里会館、

ラポーゼかわだ

鉱泉前

資料：鯖江市

【運行概要】
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幹線 12,935 10,109 10,844 7,366 8,406

183,083

136,976
143,579

137,233

101,181
106,351

113,806

136,120

153,352
160,622

0

50,000

100,000

150,000

200,000

１）運行概要、利用者数の推移

• つつじバスは、令和４年４月の再編に伴い、「幹線」「丹南高校線」が廃止され、全９路線74便での運行を
行っています。

• 令和７年度の年間利用者数は、160,622人となっています。



御幸県住

鯖江駅

神明駅

公立丹南病院

アル・プラザ鯖江

福井高専

公立丹南病院

アル・プラザ鯖江

福井高専

鯖江駅

神明駅

２-１．各公共交通の概要

（４）つつじバス
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【平日における一日当たりの停留所別利用者数（R6）】

資料：鯖江市（令和6年度の平日データを利用して作成）

２）平日における一日当たりの停留所別利用者数

• 鉄道駅（鯖江駅、神明駅）周辺やアル・プラザ鯖江、公立丹南病院等の利用が多くなっています。

• 一日当たりの利用者が1人未満の停留所も見られます。

【上位５駅（平日）】

順位 停留所名 利用者数（人/日）

１ 位 鯖江駅 98.6

２ 位 神明駅 65.0

３ 位 アル・プラザ鯖江 41.1

4 位 公立丹南病院 20.6

5 位 御幸県住 11.7



２-１．各公共交通の概要 11

【つつじバスの運行経費と利用者コストの推移】

※利用者コスト：利用者1人当たりに対する市の負担額
市負担額＝支出（運行委託費）－収入（利用者負担+広告）－国県補助金

資料：鯖江市

• 令和２年度以降、利用者数の回復に伴い、利用者コストは減少傾向にありましたが、令和７年度は、人件
費・物価の高騰により利用者コストが増加しています。

（４）つつじバス

３）運行経費、利用者コストの推移
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市負担額 42,49 42,51 48,93 42,35 43,21 56,66 55,66 58,97 56,74 48,36 69,08

国県補助額 22,00 22,00 30,75 36,93 38,03 38,03 38,53 37,42 37,63 36,67 37,91

運賃収入 8,453 8,182 6,532 6,438 5,600 4,025 4,241 4,538 5,286 5,828 6,019

広告収入 720 905 905 930 840 736 555 335 717 1,255 1,536

利用者コスト 227 232 357 295 315 560 523 518 417 315 430
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２-１．各公共交通の概要

（５）タクシー
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【タクシー事業者の車両保有状況】

資料：（一社）福井県タクシー協会

• 市内には、タクシー事業者は２社存在しており、車両数は計26台となっています。

• 一方で、運転手不足により、26台すべての同時稼働はできない状況です。

事業者名 車両数 ジャンボタクシー 福祉タクシー

鯖江タクシー㈱ 13 2 －

相互タクシー㈱ 13 1 1

（６）自家用有償旅客運送「かわだ支えあい交通」

• 河和田地区では、一般社団法人地域公共交通鯖江が「ちょいボラ交通」を運行していましたが、持続的な運
行が困難となり、運行が終了しました。

• 河和田地区まちづくり協議会支えあい事業プロジェクトが主体となり、「かわだ支えあい交通」を令和８年
４月より開始しました。

運営 河和田地区まちづくり協議会支えあい事業プロジェクト

送迎範囲
原則、河和田地区内
（ハニー東陽店、東陽中学校への通学、
地区外への医療機関への通院が必要な方は例外的に地区外への送迎を行う）

基本料金
（見守り・介助・付き添い費用）

①河和田地区内→200円
②ハニー東陽店、東陽中学校への通学→300円
③地区外への医療機関への通院→送迎者宅から5kmまで550円、1km増えるごとに30円追加

追加料金
(待ち時間・寄り道)

概ね15分～30分まで500円、30分～45分まで750円、45分～1時間1,000円

運行日 月～金曜日 ８：00～17：00

運休日 土日祝、お盆、年末年始

資料：河和田地区まちづくり協議会支えあい事業プロジェクト
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（７）シェアサイクル「ぐるっとSABAEシェアサイクル」
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運営 （一社）鯖江観光協会

運用期間 3月～11月（冬季12月～2月は運用休止）

利用時間 24時間

利用料金 30分ごとに150円

運用台数 電動アシスト自転車 40台

ポート数 24カ所

• 産業観光の推進に向けた二次交通手段としての有効性を検証する実証事業として、鯖江エリア・神明エリ
ア・河和田エリアにLUUPを導入しています。

【ぐるっとSABAEシェアサイクル（鯖江駅）】



２-１．各公共交通の概要

（８）運転手不足について
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• バス運転手の不足は将来より深刻になると試算されています。

• 不足が充足されない場合、減便・廃線などを行なわざるを得ない状況です。

資料：日本バス協会：「国土幹線道路部会2023年10月資料」

【バス運転者の推移及び今後の不足見込み】
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２．公共交通の現状と市民の移動実態分析

２-１．各公共交通の概要
２-２．アンケート結果



①総人口 ②人口比

立待   9,939 15%    292    88 30%
吉川   6,921 10%    203    47 23%
豊   4,547 7%    134    31 23%

市街地
（神明地区）

神明  15,741 23%    463    463    95      95 21% 21%

市街地
（鯖江地区）

鯖江  13,023 19%    383    383   117     117 31% 31%

新横江   5,268 8%    155    42 27%
中河   4,623 7%    136    32 24%
片上   1,838 3%     54    14 26%
北中山   2,531 4%     74    28 38%
河和田   3,606 5%    106    20 19%

   24      24
 68,037 100%  2,000  2,000   538     538 27% 27%計

回収数

    166

    136

不明

市西部    629

配布世帯数
（2,000×②）

市東部    525 26%

回収率

26%

• 移動実態と公共交通の改善に向けた意見を把握するため、住民アンケート、利用者アンケート、高校生・高
専生アンケートを実施

２-２．アンケート結果

（１）調査概要

１）調査目的

16

対象 配布方法 回収方法
発送・調査日
～発送締切日

回収票数 回収率

市民 15歳以上
郵送配布（１世帯当たり３票）

（地区別人口を考慮し、
2,000世帯を無作為抽出）

郵送/WEB
2026/02/13

～2026/03/04

672票
（紙：458票

WEB：214票）
25.9 ％

利用者

鉄道 鉄道利用者
主要鉄道駅※における定点配布

（6：30～17：00) 郵送/WEB

※適宜、
聞き取りを実施

2026/04/19,22
～2026/05/08

504票 21.1％

つつじバス つつじバス利用者 つつじバス全便に乗り込み配布 508票 83.0％

高校生・高専生 2008～2010年度生まれ
郵送

（1,000人を無作為抽出）
WEB

2026/04/16
～2026/05/11

266票 26.6％

市西部

市街地
（神明地区）

市街地
（鯖江地区）

市東部

※駅別乗降客数（R5）上位5駅
（鯖江駅、北鯖江駅、神明駅、西鯖江駅、水落駅）

【住民アンケート 地区別配布数】



32%

14%

20%

28%

19%

17%

21%

25%

22%

20%

13%

19%

27%

16%

27%

28%

25%

12%

7%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民

(n=647)

鉄道利用者

(n=471)

つつじバス利用者

(n=395)

高校生

(n=261)

市西部 市街地（神明地区） 市街地（鯖江地区） 市東部 鯖江市外 福井県外

4%

21%

18%

5%

10%

8%

9%

10%

3%

14%

15%

8%

18%

21%

8%

18%

16%

7%

32%

8%

47%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民

(n=664)

鉄道利用者

(n=502)

つつじバス利用者

(n=500)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

• つつじバスは「70歳以上」の高齢者が47％と多くなっています。

• 鯖江市外の高校に通っている生徒が76％を占めています。

２-２．アンケート結果

（２）個人属性

１）居住地、年齢、高校所在地、学年

17

※２％以下のラベルは非表示

【年代】

福井市

39%

越前市

34%

鯖江市

24%

越前町

2%

坂井市

1%

あわら市

0%

茨城県

0%

(n=266)

１年生

39%

２年生

30%

３年生

31%

(n=266)

【学年】

【居住地】 【高校所在地】

鯖江市外：76％

つつじバス利用者：
70歳以上47％



87%

69%

26%

5%

2%

26%

8%

28%

49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民

(n=667)

鉄道利用者

(n=502)

つつじバス利用者

(n=490)

ある 自主返納済 持っていない

80%

53%

13%

16%

26%

22%

4%

21%

65%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民

(n=660)

鉄道利用者

(n=502)

つつじバス利用者

(n=476)

本人所有 家族所有 ない

• 市民アンケートでは、免許や自家用車を持っている割合が約90％である一方で、利用者アンケートでは低く
なっています。

• 特につつじバスでは、免許を保有している割合が26％、自家用車を所有している割合が35％と、自家用車に
よる移動手段を持たない方に利用されています。

２-２．アンケート結果

（２）個人属性

２）免許保有、自家用車保有
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【自家用車の保有状況】【免許の保有状況】



• 鯖江地区、神明地区での移動が多く、福井市、越前市への移動も見られます。

• どの地域においても、自動車が75％以上となっています。

２-２．アンケート結果

（３）市民の移動実態（ＯＤ）、分担率（市民アンケート）
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【地区間のトリップ数※】

※地区間トリップは、10以上のトリップのみを表示
※施設は、訪問数が6以上の施設のみを表示

6%

4%

7%

10%

4%

3%

4%

1%

2%

3%

83%

84%

85%

77%

85%

4%

3%

3%

5%

3%

4%

3%

4%

5%

4%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

(n=846)

市西部

(n=205)

市街地（神明地区）

(n=175)

市街地（鯖江地区）

(n=211)

市東部

(n=255)

鉄道 バス 自動車 原付/バイク 自転車 徒歩 その他

代表交通手段：一つの目的地に向かう際に、複数の交通手段を利用した場合、利用手段から主な手段一つを表したもの

順位 移動区間 トリップ数

１ 位 鯖江地区－神明地区 50

２ 位 神明地区－福井市 44

３ 位 中河地区－神明地区 39

4 位 立待地区－神明地区 37

5 位 鯖江地区－越前市 34

【地区間のトリップ数（上位５つ）】

アル・プラザ鯖江
公立丹南病院

鯖江ワイプラザ

ハーツさばえ

【代表交通手段（出発地別）】

順位 移動区間 トリップ数

１ 位 アル・プラザ鯖江 49

２ 位 ハーツさばえ 18

３ 位 公立丹南病院 16

３ 位 鯖江ワイプラザ 16

5 位 バロー東鯖江店 14

5 位 鯖江駅 14

【施設別の訪問数（上位施設）】

鯖江駅

バロー東鯖江店



• 「神明地区」「中河地区」「鯖江地区」からアル・プラザ鯖江への移動が多くなっています。

（参考資料）．アンケート結果

（３）市民の移動実態（ＯＤ）（市内拡大図）
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【鯖江市内のトリップ数※】

※施設は、鯖江市内の総訪問数が6以上の施設のみを表示
※地区別施設別訪問数は、2以上のトリップのみを表示

アルビスさばえ鳥羽店

ハーツ神中店

ハニー東陽店

アル・プラザ鯖江
公立丹南病院

ビッグベリー北野

Aコープ東さばえ店

バロー東鯖江店

ワイプラザ東鯖江店

鯖江駅
ハニー住吉店

鯖江ワイプラザ

ハーツさばえ

クスリのアオキ小黒店

鯖江図書館

ウエルシア鯖江上川端町店鯖江市役所

木村病院



3%

62%

50%

31%

8%

13%

39%

8%

15%

4%

14%

4%

19%

4%

33%

12%

26%

21%

7%

11%

5%

13%

3%

7%

54%

67%

91%

83%

83%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ハピラインふくい線（市民）

(n=604)

ハピラインふくい線（利用者）

(n=311)

福井鉄道福武線（市民）

(n=584)

福井鉄道福武線（利用者）

(n=160)

福鉄バス（市民）

(n=572)

つつじバス（市民）

(n=581)

つつじバス（利用者）

(n=436)

タクシー（市民）

(n=575)

週5回以上 週に１～4日 月に数日 年に数日 今回が初めて 利用しない その他

• 市民アンケートでは、いずれの公共交通機関も「利用しない」が半数を超えている一方で、利用者アンケー
ト（ハピラインふくい線、福井鉄道福武線、つつじバス）では、週に１回以上利用する方が60％以上となっ
ています。

２-２．アンケート結果

（４）公共交通の利用実態

１）公共交通機関別の利用頻度
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※２％以下のラベルは非表示

【交通機関別の利用頻度】

70％

63％

70％

週に１回以上の利用

ハピラインふくい線

市民アンケート
（n=604）

利用者アンケート
（n=310）

市民アンケート
（n=584）

利用者アンケート
（n=159）

市民アンケート
（n=581）

利用者アンケート
（n=436）

市民アンケート
（n=572）

市民アンケート
（n=575）

福井鉄道福武線

路線バス（福鉄バス）

つつじバス

タクシー



14%

24%

35%

33%

33%

28%

35%

28%

32%

15%

12%

5%

4%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハピラインふくい線(n=309)

福井鉄道福武線(n=161)

つつじバス(n=425)

とても満足 やや満足 普通 やや不満 とても不満

• ハピラインふくい線、福井鉄道福武線、つつじバスに対しては、「市の取組が充分である」と回答した方が
約30％であるのに対し、福鉄バス、タクシーでは約15％にとどまっています。

• つつじバスでは利用者の約６割が満足しており、不満も６％にとどまっています。

２-２．アンケート結果

（４）公共交通の利用実態

２）市の取組評価、満足度
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市の取組が充分だと回答した割合 （とてもそう思う、ややそう思う）
市の取組が充分でないと回答した割合 （やや思わない、まったく思わない）

【市の取組が充分だと思うか（市民アンケート）】

8%

9%

5%

9%

5%

22%

22%

12%

23%

11%

44%

50%

57%

44%

57%

13%

11%

12%

13%

13%

12%

9%

13%

12%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハピラインふくい線

(n=593)

福井鉄道福武線

(n=585)

福鉄バス

(n=573)

つつじバス

(n=599)

タクシー

(n=572)

とてもそう思う ややそう思う どちらとも言えない やや思わない まったく思わない

31％

17％

32％

16％

25％

20％

25％

25％

28％

30％

【満足度（利用者アンケート）】

19％47％

16％57％

6％
63％

満足 （とても満足、やや満足） 不満 （やや不満、とても不満）



58%

51%

24%

19%

16%

13%

8%

10%

60%

57%

26%

14%

18%

13%

9%

9%

54%

38%

21%

30%

12%

11%

7%

13%

0% 20% 40% 60%

便数

朝・夕の混雑緩和

バス・電車の乗り換えダ

イヤ

スマホ等での遅延・運行

情報の提供

駅舎環境の整備

パーク＆ライド駐車場の

整備

車両・駅のバリアフリー

化

その他

総計(n=439)

ハピラインふくい線(n=294)

福井鉄道福武線(n=145)

46%

30%

27%

20%

16%

16%

8%

5%

3%

3%

2%

2%

12%

0% 20% 40% 60%

運行本数の増便

駅に隣接する駐車場の整備

お得な乗車券等の発売

朝・夕の混雑緩和

スマホなどでの遅延・運行情報の提供

鉄道・バスの乗り換え時間の短縮

駅舎環境（待合室、ベンチ、Wi-Fi、コイン

ロッカー等）の整備

駅のバリアフリー対応

駅に隣接する駐輪場の整備

車両の乗り心地の改善

新駅の設置

アテンダント等（乗務員）による接客サービス

その他

(n=542)

• 市民には、「運行本数の増便」「駅に隣接する駐車場の整備」「お得な乗車券等の発売」が求められていま
す。

• 利用者には、「運行本数の増便」 「朝・夕の混雑緩和」が求められています。

２-２．アンケート結果

（４）公共交通の利用実態

３）鉄道（ハピラインふくい線、福井鉄道福武線）に関する改善点
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【市民アンケート】 【利用者アンケート】

※複数回答のため合計は100%を越える



71%

27%

12%

12%

10%

5%

3%

2%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

便数

バス・電車の乗り換えダイヤ

キャッシュレス決済への対応

バス停や待合環境の整備

バス運行経路

遅延・運休情報の提供

車内の混雑緩和

経路検索サービスへの対応

その他

(n=306)

• 市民には、「運行本数の増便」 「キャッシュレス決済への対応」が求められています。

• 利用者には、「運行本数の増便」 「バス・電車の乗り換えダイヤ」が求められています。

２-２．アンケート結果

（４）公共交通の利用実態

４）バス（福鉄バス、つつじバス）に関する改善点

24

【市民アンケート】 【利用者アンケート※】

※利用者アンケートではつつじバスに関する改善点を調査

46%

26%

14%

12%

11%

11%

11%

11%

10%

7%

5%

3%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

運行本数の増便

キャッシュレス決済（交通系IC、QR決済、クレ

ジットカード決済等）への対応

スマホなどでの遅延・運行情報の提供

自宅または目的地近くへのバス停の設置

バス・鉄道の乗り換え時間の短縮

バスの乗り方の周知

経路検索サービスへの対応

観光地に移動できる経路やダイヤの設定（観光

二次交通）

バス停や待合環境（待合室、ベンチ、Wi-Fi、

コインロッカー等）の整備

デマンド型交通の導入

朝・夕の混雑緩和

バス車両のバリアフリー対応

その他

(n=549)

※複数回答のため合計は100%を越える



２-２．アンケート結果

（５）利用転換（市民アンケート）
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公共交通

の利用が

増える

40%

今までと

利用頻度

は変わら

ない

42%

公共交通

を利用し

たいとは

思わない

18%

(n=568)

【改善された場合の公共交通利用意向】

56%

43%

11%

57%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ハピラインふくい線

福井鉄道福武線

福鉄バス

つつじバス

(n=194)

【利用が増える公共交通】

※複数回答のため合計は100%を越える

• 前頁の改善事項が改善された場合、「公共交通の利用が増える」が40％となっています。

• 利用が増える公共交通として、「ハピラインふくい線」「つつじバス」「福井鉄道福武線」が40％以上と
なっています。



２-２．アンケート結果

（５）利用転換（市民アンケート）

26

【マイカー利用を控える考えについて】

マイカーを利用

しない生活は考

えられない

65%

マイカーの利用

を控えようと

思っているが、

実際の行動につ

ながっていない

22%

マイカーの利用

を控え、公共交

通を利用したい

7%

パークアンドラ

イド駐車場を活

用し、公共交通

を利用したい

3%

その他

4%

(n=596)

近い将来

（５年以内

くらい）に

は運転をや

めたい

7%

当面運転を

続けるが、

将来的には

運転をやめ

たい

45%

運転免許の返納

支援制度が充実

すれば、免許を

返納し運転をや

めたい

10%

ずっと運転

を続けたい

37%

(n=588)

【マイカーの運転継続意向】

• 「マイカーの利用を控えようと思っているが、実際の行動につながっていない」と考えている方が22％と
なっています。

• 「将来的に運転をやめたい」と考えている方が62％となっています。

将来的に運転をやめたい：62％



• いずれの公共交通機関についても、「自分はほとんど利用しないが地域の交通手段として必要である」が６
割以上を占めており、市民から必要性が広く認識されています。

• 一方で、「必要ではない」は２～６％にとどまっています。

• いずれの公共交通においても、運賃の増額または税金等の投入により、「サービス水準を維持・向上する」
が67％以上となっています。

２-２．アンケート結果

（６）地域公共交通のあり方について（市民アンケート）
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【公共交通の必要性】

35%

70%

30%

2%

2%

28%

73%

32%

2%

1%

14%

74%

33%

6%

2%

24%

64%

45%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

交通手段として必要不可欠である

自分はほとんど利用しないが、地域の交通手段

として必要である

環境への配慮や高齢化社会を考えると必要であ

る

必要ではない

その他

ハピラインふくい線

(n=626)

福井鉄道福武線

(n=630)

福鉄バス

(n=618)

つつじバス

(n=638)

※複数回答のため合計は100%を越える

17%

19%

27%

17%

24%

26%

25%

24%

42%

41%

34%

38%

13%

10%

8%

15%

4%

4%

6%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハピラインふくい線

(n=606)

福井鉄道福武線

(n=616)

福鉄バス

(n=600)

つつじバス

(n=622)

税金等の投入を抑えるため、サービス水準が現状より低くなってもやむを得ない

税金等の投入を抑えるため、運賃を増額し、現状のサービス水準を維持する

運行経費が増えても、税金等を投入し、現状のサービス水準を維持する

税金等の投入を増やし、サービス水準をもっと向上させる

その他

【今後の運行経費と運行内容】

79％

77％

67％

77％



50%

45%

38%

30%

9%

5%

4%

1%

0%

0%

0%

0%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自転車

家族等による送迎

ハピラインふくい線

福井鉄道福武線

徒歩のみ

つつじバス

路線バス

スクールバス

鯖江市以外の市町が運行するバス（コミュニ

ティバスなど）

予約型交通（デマンドタクシーなど）

タクシー

原付・バイク

その他

(n=266)

50%

48%

38%

29%

7%

5%

3%

1%

0%

0%

0%

0%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自転車

家族等による送迎

ハピラインふくい線

福井鉄道福武線

徒歩のみ

路線バス

つつじバス

スクールバス

鯖江市以外の市町が運行するバス（コミュニ

ティバスなど）

予約型交通（デマンドタクシーなど）

タクシー

原付・バイク

その他

(n=266)

• 「自転車」「家族等による送迎」「鉄道」を用いた登下校が多くなっています。

• 約半数が「家族等による送迎」に頼っていることから、保護者等の送迎負担が大きくなっています。

２-２．アンケート結果

（７）高校生・高専生の登下校手段
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【登校に用いる交通手段】 【下校に用いる交通手段】

※複数回答のため合計は100%を越える



35%

34%

29%

20%

20%

15%

13%

13%

12%

11%

4%

2%

4%

0% 10% 20% 30% 40%

登校時間に合う便の運行

下校時間に合う便の運行

自宅または高校近くへのバス停・バス路線等の

設置

バス停や待合環境（待合室、ベンチ、Wi-Fi等）

等の整備

車内の混雑緩和

スマホなどでの遅延・運行情報の提供

インターネットを通じた時刻表・路線図などの

わかりやすい情報提供

キャッシュレス決済への対応

鉄道・バスの乗り換え時間の短縮

時間の正確さ

冊子形式での時刻表・路線図などのわかりやす

い情報提供

バス車両のバリアフリー対応

その他

(n=255)

27%

25%

17%

17%

14%

12%

12%

9%

8%

8%

7%

7%

6%

5%

4%

3%

32%

11%

0% 10% 20% 30% 40%

鉄道やバスの車内が混雑している

朝早くに自宅を出る必要がある

最寄り駅・バス停等までが遠い

送迎で家族に負担がかかり気が引ける

下校時に利用できる公共交通がない

登校時に利用できる公共交通がない

家族の送迎がないと登下校できない

夜道や人通りの少ない道を通るのが怖い

駅・バス停周辺の待ち環境が悪い（屋根・ベン

チ等）

公共交通機関同士の乗り継ぎが不便

駅周辺における送迎時の乗降環境が悪い（ロー

タリー整備等）

悪天候時の歩行環境が悪い（屋根がない等）

天候が悪い日の移動手段がない

歩道がなく、危険で歩きにくい

部活動等を早く切り上げて下校しなければなら

ない

駅周辺に駐輪場がない/不足している

特にない

その他

(n=266)

• 車内の混雑や朝早くに自宅を出る必要があることを不便と感じている方が多くなっています。

• 「登下校の時間に合う便の運行」や「自宅または高校近くへのバス停・バス路線等の設置」を求める意見が
多くなっています。

２-２．アンケート結果

（８）鯖江市内のバスで改善が必要と思われる事項（高校生・高専生アンケート）
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※複数回答のため合計は100%を越える

【登下校時に不便と感じていること】 【鯖江市を通るバスの改善事項】



【個人属性】
• つつじバスで「70歳以上」の高齢者利用者が多く、自家用車による移動が困難な方に利用されています。
• 鯖江市外の高校に通学している生徒が多くなっています。

【市民の移動実態（ＯＤ）、分担率】
• 鯖江地区、神明地区での移動が多く、福井市、越前市への移動も見られます。また、自動車を用いた移動が大

部分を占めています。

【公共交通の利用実態】
• 「運行本数」や「朝・夕の混雑緩和」等が求められています。

【利用転換】
• 「将来的に運転をやめたい」と考えている方が多い一方で、「マイカーを利用しない生活は考えられない」と

考えている方も多くなっています。

【公共交通の必要性】
• いずれの公共交通機関についても、市民から必要性が広く認識されており、サービス水準の維持・向上が求め

られています。

【高校生の登下校手段】
• 「自転車」「家族等による送迎」「鉄道」を用いた登下校が多く、保護者の送迎負担が大きくなっています。

【高校生の公共交通改善点】
• 車内の混雑や朝早くに自宅を出る必要があることが不便に感じられています。
• 「登下校の時間に合う便の運行」や「自宅または高校近くへのバス停・バス路線等の設置」を求める意見が多

くなっています。

２-２．アンケート結果

（９）まとめ
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• 鯖江市内の移動は自動車が主体であり、公共交通の利用者は主に、自家用車を持たない高校生や高齢者など移動支援が
必要な方に限られている

• 市民の多くは公共交通の必要性を認識しているものの、日常的な利用転換は十分に進んでいない
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３．鯖江市の交通課題

３-１．前回計画のフォローアップ
３-２．鯖江市の交通課題



３-１．前回計画のフォローアップ

（１）目標指標の達成状況
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指標
前回計画策定時

（R3年度）
目標値

（R8年度）
現況値

（R8年度）
達成状況

目標１．多様な移動ニーズに対応する公共交通の実現

つつじバス年間利用者数 14.4万人（H30） 17万人 16.1万人 （R7）
改善したが

未達

福井鉄道福武線市内駅利用者数 47.4万人 （H30） 50万人 41.0万人 （R7）
悪化しており

未達

つつじバスの
利用者一人当たり公的資金投入額※

552円/人 （H30） 540円/人 666円/人（R7）
悪化しており

未達

目標２．まちづくりと連携し、暮らしやすさを高める公共交通の実現

公共交通が充実していると
感じている人の割合

58.7％ （R元） 80％ 58.6％（R5）
ほぼ横ばいで

未達

公共交通集落カバー率
（鉄道、路線バス、コミュニティバス）

95％ （R3） 97％ 96％ （R8）
ほぼ横ばいで

未達

目標３．観光・ビジネスで訪れた人にもやさしく、鯖江の魅力を高める公共交通の実現

つつじバスポータルサイト
（バスどこサービス）アクセス数

15.7万回 （H30） 16万回 9万回（R7）
悪化しており

未達

目標４．市民との協働により、使いやすさを高め、にぎわいを支える公共交通の実現

公共交通利用促進のための
市民団体の活動回数

12回 （H30） 15回 1５回 （R7） 達成

※利用者一人当たり公的資金投入額：つつじバスの運行経費における国県補助金と市の負担額をつつじバス年間利用者で除した値

• 「つつじバスの利用者数」は「未達」となっていますが、前回計画策定時と比較して改善しています。



３-１．前回計画のフォローアップ

（２）事業実施状況
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• すべての事業が「実施」となっています。

目標 実施事業
判定

（●:実施、
－:未実施）

実施状況

1.多様なニーズに対応
する公共交通の実現

(1)幹線交通の運行 ● 継続実施

(2)つつじバスの再編・運行 ● R4年度に再編

(3)つつじバス車両の更新 ● R5年度バス車両６台購入（中型：１台、小型：５台）

(4)外出支援等のためのタクシーの運行・助成 ● 継続実施

(5)北陸新幹線へのアクセス手段の検討 ●
鯖江駅周辺整備計画の見直しに伴い、費用対効果が見込めな
いことからアクセス手段の整備を見送る

(6)多様な輸送資源の活用の検討 ● ライドシェアタクシー、カーシェア、かわだ支えあい交通

2.まちづくりと連携し、
暮らしやすさを高め
る公共交通の実現

(7)主要バス停の待合環境の整備 ● 継続実施（バス停の定期清掃）

(8)主要乗継拠点でのつつじバス発着情報案内の設置 ● R4年度鯖江駅バス停の発着情報案内モニター更新

(9)運行事業の安定化に向けた企業広告等の推進 ●
R4分：335,330円、R5分：717,000円、R6分：1,255,320円、
R7分：1,536,000円、R8分：1,472,000円

(10)障がい者、運転免許自主返納者等へのつつじバス利用者無料証の交付 ● 継続実施

(11)キャッシュレス決済の導入検討 ● R9年度に導入予定

(12)JR鯖江駅東口改札の設置および周辺整備に向けた取り組み ● R4.8「鯖江駅東口等整備基本計画」策定 ⇒ 現在再検討中

(13)つつじバスのフリー乗降制の検討 ● フリー降車区間を一部区間で設定

(14)パーク＆ライドの利用促進 ● 継続実施

3.観光・ビジネスで訪
れた人にもやさしく、
鯖江の魅力を高める
公共交通の実現

(15)つつじバスのリアルタイム位置情報表示「バスどこサービス」の継続と利用環境の拡充 ● 継続実施

(16)レンタサイクルの利用啓発 ● R8年度4月よりシェアサイクル実証実験を開始

(17)つつじバスの利用料金割引制度 ● 継続実施

(18)つつじバスの利用料金割引制度の拡充 ● 継続実施

(19)商店街との連携によるつつじバス乗車券の交付 ● 継続実施

(20)観光施設等との連携によるつつじバス乗車券の交付 ●
さばえつつじまつり期間中、鯖江駅から西山公園までの無料
乗車券を配布

(21)バス車内への観光パンフレットの設置 ● 継続実施

(22)つつじバス車内を利用した観光案内 ● 継続実施

(23)バス停表示看板のデザイン更新 ● R6.4.1よりバス停看板デザインを更新

(24)SNSを利用した情報発信 ● R5年より公式SNS（X（旧Twitter）・Instagram）を開始

(25)公共交通乗務員の接遇向上 ● 継続実施

4.市民との協働により、
使いやすさを高め、
にぎわいを支える公
共交通の実現

(26)公共交通とまちづくりに関する意識啓発と利用促進 ● 継続実施

(27)つつじバスの利用促進 ●
新デザイン車両の導入、イベント会場間の移動手段として利
用促進

(28)自治会によるつつじバス停留所の上屋の設置・管理と行政による支援 ● 継続実施（コミュニティバス停留所上屋等設置補助金）

(29)公共交通機関としてのタクシーに関する情報発信 ● 市HPにてライドシェアの運行情報等を発信
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３．鯖江市の交通課題

３-１．前回計画のフォローアップ
３-２．鯖江市の交通課題



３-２．鯖江市の交通課題

（１）鯖江市の交通課題

35

公共交通の持続可能性の確保
• 全国的に公共交通の運転手が不足している
• つつじバスの利用者数はコロナ禍以降回復傾向にある
• ハピラインふくいの利用者数は開業以降増加傾向だが、福井鉄道はコロナ禍から回復しきっておらず減少傾向
• つつじバスの利用者コスト（利用者1人当たりの市負担額）は、人件費や物価高騰により急増
• 福鉄バス福浦線が令和6年9月で廃止

つつじバスの運行体制を維持・改善しつつ、地域特性に応じた多様なモビリティ（自家用有償旅客運送や福祉輸送等）の活
用を検討するとともに、市民への積極的な利用促進を図り、地域全体で公共交通を支える仕組みづくりが必要

高齢化の進展と高い自家用車依存

• 市全域で人口減少と高齢化が進み、特に河和田・北中山などの山間部では高齢化率が50%を超えるエリアも発生
• つつじバス利用者の約半数（47%）が70歳以上の高齢者であり、マイカーを持たない層の重要な移動手段となっている
• 「マイカーを利用しない生活は考えられない」の回答割合が65%だが、高齢化に伴う免許返納が進めば、将来的に移動困難者が増加

公共交通の必要性は認識されつつも、利用転換が進んでおらず、公共交通が選択される環境整備と意識醸成が必要

広域移動を支えるシームレスな公共交通の接続

• 高校生の約76%が市外（福井市や越前市）へ通学
• 「登下校の時間に合う便の運行」「本数の増便」「朝夕の混雑緩和」への要望が非常に強い

鯖江駅や神明駅等の結節点において、鉄道と二次交通（バス、送迎、自転車等）の乗り継ぎ環境をいかにスムーズにするか
（ダイヤ調整、駅前ロータリーの整備等）が重要

観光・ビジネス需要に対応した公共交通の拡充
• 人口減少・高齢化が進む中、北陸新幹線開業効果を持続させ、にぎわいを創出するため、観光施設等との連携乗車券やバス車内での観光案内

といった「観光・ビジネス」関連の事業の拡充が求められる

「めがねのまちさばえビジョン2040」や「デジタル田園都市構想」で掲げられているICTの活用（MaaS、キャッシュレス等）
を具現化し、実証実験中のシェアサイクル（LUUP）やタクシー等を組み合わせ、来訪者が直感的にまちを回遊できる仕組みづ
くりが必要
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４．鯖江市の交通が目指す姿と目標

４-１．将来像（案）
４-２．基本目標（案）



４-１．将来像（案） 37

「めがねのまち」のにぎわいをつくる

みんなで育てる公共交通

• 北陸新幹線を地図に追加
• 広域交流幹線軸をハピラインと福武線に
• 都市連携幹線軸を福鉄バスのみに
• 主要乗継拠点は西鯖江駅ではなくきょうよう会館？

（都市マスでは鯖江、北鯖江、神明、西鯖江が交通結節点）
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４．鯖江市の交通が目指す姿と目標

４-１．将来像（案）
４-２．基本目標（案）



４-２．基本目標（案）

（２）基本目標（案）
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わかりやすく便利な「幹線・二次交通ネットワーク」の維持

ハピラインふくいや福井鉄道などの幹線交通と、つつじバス等の二次交通を分かりやすいダイヤとルートで結び、通学や通
勤における乗り継ぎの利便性を高めます。あわせて、主要駅での待合環境の向上やキャッシュレス決済の導入などを進め、
誰もが迷わず直感的に利用できる快適な交通ネットワークを持続していきます。

まちづくりと連動した、多様で持続可能な移動手段の確保

「歩いて暮らすまちづくり」の実現に向けて、都市機能の集積エリアへのアクセス強化や過度なマイカー依存からの脱却を
図り、ウォーカブルなまちづくりを推進します。また、路線バスの維持が困難な地域や時間帯においては、タクシーやデマン
ド交通、自家用有償旅客運送などの多様なモビリティを地域の特性に合わせて導入し、将来にわたり持続可能な移動の足
を確保します。

「めがねのまち」の交流・観光・にぎわいを支える交通環境の充実

幹線交通であるハピラインふくい線の鯖江駅や福井鉄道福武線の神明駅から、市内の観光施設・商店街へスムーズにアク
セスできる二次交通網を整備します。各種割引制度の拡充やデジタル技術（MaaS等）の活用により来訪者の回遊性を高
め、「選ばれるまち」としてのにぎわいと地域経済の活性化を創出します。

自転車の活用と「市民が主役」となる公共交通の利用促進

公共交通だけではカバーしきれない自宅から駅・バス停までの移動を補うため、シェアサイクル等の自転車を積極的に活用
し、環境にやさしいシームレスな移動環境を整備します。さらに、市民一人ひとりが当事者意識を持ち、地域と協働して「自
分たちの足」を守り育てる利用促進活動を展開します。



４-２．基本目標（案）

（３）前回計画との対応
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目標 実施事業 前回計画からの変更点

1.わかりやすく便利な
「幹線・二次交通ネッ
トワーク」の構築

幹線交通（鉄道線等）の継続的な運行と利用促進 鉄道線等の存続に向けた取組の強化

つつじバスの再編・運行

つつじバス車両の更新

主要バス停の待合環境の整備

主要乗継拠点でのつつじバス発着情報案内の設置

キャッシュレス決済の導入検討

鯖江駅東口改札の設置および周辺整備に向けた取り組み

つつじバスのリアルタイム位置情報表示「バスどこサービス」の継続と利用環境の拡充

バス停表示看板のデザイン更新

運転手の確保支援 新規

2.まちづくりと連動した、
多様で持続可能な移動
手段の確保

外出支援等のためのタクシーの運行・助成

多様な輸送資源の活用の検討

運行事業の安定化に向けた企業広告等の推進

障がい者、運転免許自主返納者等へのつつじバス利用者無料証の交付

つつじバスのフリー乗降制の検討降車制の拡充

公共交通機関としてのタクシーに関する情報発信

3.「めがねのまち」の交
流・観光・にぎわいを
支える交通環境の充実

北陸新幹線へのアクセス手段の検討

つつじバスの利用料金割引制度 「つつじバスの運賃制度の見直し」に統合

つつじバスの利用料金割引制度の拡充 「つつじバスの運賃制度の見直し」に統合

つつじバスの運賃制度の見直し 新規

商店街との連携によるつつじバス乗車券の交付

観光施設等との連携によるつつじバス乗車券の交付

バス車内への観光パンフレットの設置

つつじバス車内を利用した観光案内

公共交通による周遊環境の構築 新規

公共交通乗務員の接遇向上

ふくいMaaSとの連携・拡充 新規

4.自転車の活用と「市民
が主役」となる公共交
通の利用促進

パーク＆ライドの利用促進

自転車利用環境の充実 新規

シェアサイクルの利用啓発促進

SNSを利用した情報発信

公共交通とまちづくりに関する意識啓発と利用促進

つつじバスの利用促進

自治会によるつつじバス停留所の上屋の設置・管理と行政による支援

前回計画
基本目標

1.多様なニーズに対応する公共交通の実現

2.まちづくりと連携し、暮らしやすさを高める公共交通の実現

3.観光・ビジネスで訪れた人にもやさしく、鯖江の魅力を高める公共交通の実現

4.市民との協働により、使いやすさを高め、にぎわいを支える公共交通の実現
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５．今後の予定



令
和
８
年
度

令
和
７
年
度

令和７年度 第４回（令和７年12月25日）

○計画の概要
○アンケート（案）について
○スケジュール

鯖江市地域公共交通活性化協議会

令和８年度 第１回（令和８年６月18日）

○アンケート調査結果等の報告
○課題の整理
○計画素案について

計画策定に向けた調査等

現況把握・上位関連計画の整理（令和８年１～３月頃）

市民意向アンケート調査（令和８年２月13日～３月４日）

計画案の作成（令和８年６月～９月頃）

令和７年度 第５回（令和８年３月13日）

○計画策定の進捗について（現況整理等の報告）

地域公共交通計画等の策定（令和９年１月）

令和８年度 第２回（令和８年９月頃）

○計画案について

利用者実態調査（令和８年４月19日、22日）

高校生アンケート調査（令和８年４月16日～５月11日）※

計画素案の作成（令和８年４月～６月頃）

令和８年度 第３回（令和８年12月頃）

○パブリックコメントの報告
○計画認定申請の合意

パブリックコメント（令和８年10月頃）
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※鯖江市内の高校にもアンケートを実施予定
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